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　平成25年相良村議会９月定例会において可決されました川辺川の河川改修を求める意見書を
10月９日に球磨郡選出の松田県議会議員、緒方県議会議員同席のもと、県知事宛の意見書を渡
邊河川港湾局長へ手渡しました。
　また、10月23日には国土交通省へ同様の意見書を提出し、地方選出の国会議員の金子代議士、
松村代議士、馬場代議士へ要望書を手渡しました。
　意見書の内容は下記のとおりです。

記

川辺川の河川改修を求める意見書
　川辺川は今年も国土交通省の調査で水質日本一の清流と認められ、平成19年から７年
連続で認定されました。清流川辺川は相良村民の誇りであり心のよりどころでもありま
す。この清流川辺川を未来へ手渡すのは相良村民の責務であると考えております。
　国及び熊本県は「ダムによらない治水対策を求める」方針を示されました。
　しかしながら、川辺川は度重なる洪水を招き、特に今年の７月12日の九州北部豪雨に
よる洪水災害では、川辺川の汜濫により家屋の床上、床下浸水や60haにおよぶ水田が
冠水や流失に見舞われ甚大な被害を受けております。
　また、村内の国道、県道、村道、農道等の道路網も冠水、路肩の崩壊等で寸断され日
常生活に多大な支障をきたしました。
　その後、国に於いては、未だ具体的な対策が取られていない所が多々ありますので、国・
熊本県におかれましては河川整備基本方針、河川整備計画等に基づき、川辺川流域住民
が安心して生活できるよう一刻も早い治水対策を実現することを強く要望致します。

記
１．堆積砂利掘削を恒常的に実施すること。
２．堤防の修復及び嵩上げ並びに護岸の堤防化をすること。
３．冠水常襲地帯を解消すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　平成25年10月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　様

熊本県球磨郡相良村議会

金子恭之衆議院議員に要望書を手渡す 松村参議院議員に要望書を手渡す

川辺川の河川改修を求める意見書を提出
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川辺川河川改修の意見書提出、
要望及び農業の先進地研修

　　　日時：平成25年10月21日（金）～23日（水）
　　　場所：国土交通省水管理・国土保全局
　　　　　　衆議院、参議院議員会館
　　　　　　長野県川上村、東御市

研修所感
　１）国土交通省に意見提出、地元選出の衆議院議員、参議院議員に要望書提出
　　　国土交通省水管理・国土保全局長に、意見書提出、（代理）
　　　山田邦博治水課長に説明、柳瀬橋左岸河川敷地内の竹の伐採も要望した。
　　　金子代議士、松村、馬場参議に対し要望書を提出。
　２）長野県東御市道の駅雷電くるみの里
　　　名称は、江戸時代の大大関の出身地、特産品として地粉ソバ、くるみを使っ
　　　た菓子、野菜を使った漬物、リンゴ、ぶどう等も販売されていた。
　　　道の駅等は地域に根付いた物産を求めて来る人が多いので、そこを基本に
　　　もっていく必要があると感じた。
　３）長野県川上村
　　　人口は約４千人、農業は、標高1,100m ～ 1,500ｍに位置し、レタス、
　　　白菜等の高原野菜を中心に発展し、特にレタスの販売は日本一の農協が
　　　3組織ある。専業農家が350戸、平均4ha栽培、レタス作付け面積1,550ha、
　　　平均年収2,500万円、農業後継者も多く、収穫期には、中国人等を雇用して、
　　　朝2時～ 10時頃までに収穫するそうだ。川上村も長年の積み重ねで日本一
　　　になったようなので、本村も土地に合った農産物で振興を図っていければ
　　　と思う。

川上村役場前で由井議長と共に 川上村野菜ほ場にて

員 修議 研
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平成 25 年 第６回定例会
こんな事が　　　
　　決まりました

一般会計補正予算１億3,411万５千円を追加

　平成25年第６回９月定例会が、９月12日から20日までの９日間の会期で開催され、
専決処分の承認１件、健全化判断比率の報告等２件、平成24年度一般会計及び特別
会計歳入歳出決算の認定８件、平成25年度一般会計及び特別会計の補正予算７件、
条例の廃止及び制定等３件、議員発議による相良村議会広報の発行に関する条例の
制定等４件が提案され、慎重に審議した結果、原案どおり承認及び認定・可決しま
した。
　一般質問には９人が登壇し、村長の考えを質しました。
議案第41号　平成２５年度相良村一般会計補正予算（第８号）

　歳入歳出それぞれに1億3,411万5千円を追加し、総額36億4,643万4千円とする補正で、採決の結果、
賛成多数で可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

分担金及び負担金 35,668 △ 4,600 31,068 社会教育施設費分担金
国 庫 支 出 金 499,335 49,871 549,206 地域経済循環創造事業交付金
県 支 出 金 264,069 23,853 287,922 児童福祉、農業関係補助金
繰 入 金 53,421 △ 53,419 2 財政調整基金繰入金
繰 越 金 78,720 80,918 159,638 繰越金
諸 収 入 7,757 5,992 13,749 平成 24 年度国庫、県費清算金
村 債 414,800 31,500 446,300 村道及び農道整備
歳 入 合 計 3,512,319 134,115 3,646,434

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議 会 費 63,742 △ 216 63,260 委託料
総 務 費 476,589 3,855 480,444 補助金等
民 生 費 790,332 9,861 800,193 補助金等
衛 生 費 291,798 493 292,291 県等への返還金
農 林 水 産 業 費 471,629 31,870 503,499 農道舗装及び補助金等
商 工 費 16,554 50,228 66,782 地域経済循環創造補助金
土 木 費 610,931 35,074 646,005 村道３路線改修工事費
教 育 費 249,658 △ 2,165 247,493 集会施設建設補助金等
災 害 復 旧 費 59,179 5,000 64,179 村道災害復旧工事費
公 債 費 345,900 115 346,015 元金償還利率見直し
歳 出 合 計 3,512,319 134,115 3,646,434

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。
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９月定例会９月定例会

○ 報告案件
　報告第４号　健全化判断比率の報告
　報告第５号　資金不足比率の報告

○ 認定議案・・・原案認定
　認定第１号　平成２４年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定
　認定第２号　平成２４年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第３号　平成２４年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第４号　平成２４年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第５号　平成２４年度相良村森林総合研究所分収造林特別会計歳入歳出
　認定第６号　平成２４年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第７号　平成２４年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　認定第８号　平成２４年度川辺川総合土地改良事業組合一般会計歳入歳出決算の認定

○ 特別会計補正予算議案・・・原案可決
　議案第42号　平成２５年度相良村国民健康保険特別会計補正予算(第１号)
　議案第43号　平成２５年度相良村簡易水道特別会計補正予算(第１号)
　議案第44号　平成２５年度相良村農業集落排水特別会計補正予算(第２号)
　議案第45号　平成２５年度相良村森林総合研究所分収造林特別会計補正予算(第１号)
　議案第46号　平成２５年度相良村介護保険特別会計補正予算(第１号)
　議案第47号　平成２５年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)

○ 条例議案・・・原案可決
　議案第48号　相良村住民生活に光をそそぐ基金条例を廃止する条例の制定
　議案第49号　相良村子ども・子育て会議条例の制定
　議案第50号　相良村生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

○ 議員発議・・・原案可決
　発議第4号　相良村議会広報の発行に関する条例の制定
　発議第5号　森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方財源確保のための意見書
　発議第6号　川辺川の河川改修を求める意見書
　発議第7号　道州制導入に断固反対する意見書
　発議第8号　相良村議会公務災害認定に係る調査特別委員会設置に関する決議案
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一 般 質 問

臨  時  会臨  時  会
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小善　満子議員

在
職
中
職
員
が
事
故
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た
件
で 

村
長
は
公
務
中
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な
い
と
判
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さ
れ
た
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務
災
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却
下
さ
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ぜ
公
務
中
で
な
い
と
判
断
し
た
の
か

職
員
と
い
え
ど
も
第
三
者
で
す
。
刑

事
事
件
で
も
し
た
な
ら
ば
幾
ら
で
も

追
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。

平成２５年度 第７回臨時会（10月24日）
　本村は、熊本地方裁判所での指名回避にかかる損害賠償請求事件判決が平成24年９月12日に言い
渡されたことに基づき約852万円を建設会社と弁護士へ支払いましたが、これについて村長個人で支払う
べきで、相良村は村長個人にこれを請求すべきであるとして、平成25年３月25日、村内の住民12名から「求
償等請求住民訴訟」の訴えがありました。
　この住民訴訟の判決が10月12日にあり、德田村長が行った指名回避は裁量権の乱用またはその範囲
を逸脱したもので違法であるとし、相良村は村長個人に求償すべきとの判決が下され、村はその判決を
不服とし、福岡高等裁判所へ控訴するため次の議案が上程されました。

議案第51号　訴えの提起について
　村が控訴するためには地方自治法第96条第１項第12号の規定に基づき議会の議決が必要です。
議案第52号　平成２５年度相良村一般会計補正予算（第９号）
　控訴するための経費。歳入歳出それぞれ188万円を追加し総額36億4,831万4千円とする補正。

　討論の中で、議会では村長への求償決議も議決している。熊本地裁で村長個人の賠償責任を全面
的に認めている。村民を巻き込まず、これで終わらせるべきとの反対討論がでました。
　また、前回の村長選では対立候補に圧倒的大差をつけての勝利、村民の民意を反映している。この
裁判についても控訴すべきとの賛成討論がありましたが、採決の結果、賛成少数でいずれの議案も否決
されました。
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一 般 質 問
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長 

先
ず
で
す
ね
、は
っ
き
り

申
し
上
げ
ま
す
が
、基
本
的
人
権
に
つ
い

て
、人
権
と
は
何
ぞ
や
７
番
議
員
に
は
勉

強
し
て
頂
き
た
い
。そ
れ
か
ら
公
務
員
論

を
こ
こ
で
仰
っ
て
頂
か
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
か
ら
。そ
れ
か
ら
こ
の
問
題
を
で
す

答 

弁

ね
、議
会
で
取
り
上
げ
る
自
体
が
ち
ょっ
と

問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
居
り
ま

す
。

村
長
、貴
方
は
何
で
す
か
ね
。人

権
の
事
に
勉
強
し
な
さ
い
て
、貴
方
が
勉

強
し
な
さ
い
よ
。
基
本
的
人
権
の
保
護
。

村
長
、貴
方
は
ね
、職
員
の
人
権
も
守
ろ

う
と
し
な
い
、自
分
が
不
利
に
な
れ
ば
勉

強
し
な
さ
い
と
言
う
、そ
の
よ
う
な
や
り

方
し
か
な
い
。判
断
し
た
証
拠
と
な
る
書

類
を
示
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長 

証
拠
と
な
る
書
類

に
つ
い
て
は
、村
長
と
協
議
の
上
対
処
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

答 
弁

相良大橋

質 

問

相良中学校グラウンド
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事
務
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長 

今
の
人
用
で
は
出
来

な
い
。

村
長
が
そ
う
言
う
方
針
で
あ
れ

ば
事
務
的
に
精
一
杯
努
力
し
ま
す
と
の
答

弁
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
村
長
は
、
選

挙
公
約
に
滞
っ
て
い
た
事
業
を
四
年
間
で

完
成
し
ま
す
、
現
実
味
の
あ
る
責
任
あ
る

公
約
で
す
と
書
い
て
あ
る
、
26
年
度
の
詳

細
設
計
に
取
り
掛
か
っ
て
頂
き
た
い
。

◆
放
課
後
子
供
教
室
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て

南
小
学
校
の
放
課
後
子
供

教
室
は
１
、
２
年
生
だ
け
で
、
３
年

生
の
部
活
動
に
入
っ
て
い
な
い
児
童

補
助
金
が
、
課
長
の
判
断
で
希
望
し
な
い

よ
う
だ
が
。村

長 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
や

物
産
館
を
整
備
し
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ロ
ー

ド
か
ら
す
ぐ
に
入
れ
る
道
が
で
き
な
い
か

検
討
、
茶
湯
里
の
元
加
工
場
を
加
工
施
設

と
し
て
村
民
の
為
に
使
う
。

産
業
振
興
課
長 

補
助
事
業
で
農

産
物
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
す
る
た
め

茶
湯
里
に
職
員
を
雇
う
事
を
県
と
協
議
段

階
ま
で
い
っ
た
が
期
限
内
で
計
画
書
を
取

り
ま
と
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

他
町
村
で
は
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
が
、
相
良
村
も

相
良
大
橋
近
く
に
道
の
駅
を
要
望
し
て
は

ど
う
か
。村

長 

運
営
が
大
変
で
、
そ
の
点

を
見
極
め
検
討
し
た
い
。

◆
平
原
十
島
線
改
良
事
業
に
つ
い
て

改
良
を
進
め
る
た
め
、
詳
細
設

計
を
26
年
度
に
取
り
組
ま
れ
て
は
ど
う

か
。

村
長 

現
在
の
道
路
は
動
脈
と

し
て
機
能
し
て
い
な
い
、
26
年
度
測
量
設

計
に
行
っ
て
も
良
い
か
な
と
言
う
気
は
す

る
、
そ
れ
位
準
備
を
し
て
居
た
方
が
後
ス

ム
ー
ズ
に
行
く
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
、
確
約
は
で
き
な
い
。

車庫に帰るスクールバス

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁

◆
農
業
振
興
に
つ
い
て

先
の
議
会
で
は
、
農
家
の
意
見

を
聞
き
担
当
課
に
指
示
す
る
と
言
わ
れ
た

が
、
農
業
補
助
金
を
含
め
農
業
振
興
策
は

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

村
長 

国
の
政
策
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
、
保
留
牛
補
助
金
を
３
万
か
ら

５
万
円
に
し
、
栗
の
剪
定
を
50
％
補
助
、

村
独
自
の
就
農
補
助
金
を
検
討
中
。 吉松　啓一議員

質
問

答
弁

村
長

①
道
の
駅
を
相
良
大
橋
近
く
に

②
平
原
十
島
線
の
詳
細
設
計
を
26
年
度
に

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
用
を
６
年
生
ま
で
に

①
見
極
め
て
検
討

②
26
年
度
に
行
っ
て
も
良
い
か
な
と
気
が
す
る

③
時
間
を
か
け
て
検
討

茶
湯
里
の
農
産
物
販
売
額
は
、

売
れ
残
っ
た
商
品
処
理
等
を
生
産
者
協
議

会
と
十
分
意
志
疎
通
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長 

１,
２
２
２
万
７
千

円
余
り
、
次
第
に
売
上
額
が
下
が
っ
て
い
る
。

処
理
の
詳
細
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

農
家
の
意
向
を
高
め
る
為
、
六

次
産
業
に
向
か
っ
て
加
工
場
を
作
る
考
え

は
な
い
か
。
ま
た
、
雇
用
対
策
の
25
年
度

す
。
い
ず
れ
も
和
式
と
な
っ
て
居
り
ま

す
の
で
、
高
齢
者
の
方
で
足
と
か
、
腰

が
悪
い
人
等
は
ト
イ
レ
に
入
る
の
が
苦

痛
に
な
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
は
と
言
う

風
に
思
っ
て
居
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
一
方
公
衆
ト
イ
レ
等
で
は
、
十
分

検
討
し
た
う
え
で
一
部
便
器
を
和
式
か

ら
洋
式
の
ほ
う
に
変
更
し
て
い
き
た

い
。

村
長 

高
齢
者
の
方
と
か
は
実

際
私
も
和
式
で
は
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
と

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問

答 

弁
答 

弁

答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 
弁

答 

弁

言
う
事
を
聞
い
て
居
り
ま
す
。
最
終
処

分
場
の
と
こ
ろ
と
東
屋
手
前
の
２
箇
所

の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
水
洗
化
を
検

討
致
し
ま
す
。
駐
車
場
の
と
こ
ろ
の
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
で
す
ね
、

１
つ
か
２
つ
な
り
と
も
で
す
ね
、
具
体

的
な
協
議
を
す
べ
き
時
期
か
な
と
私
も

考
え
て
居
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て
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は
、
一
人
で
帰
る
事
が
多
い
。
６
年
生
ま

で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
有
効
に
利
用
し
て

は
ど
う
か
。教

育
長 

４
年
生
以
上
は
部
活

後
、
学
校
の
玄
関
に
集
合
さ
せ
帰
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。
現
在
の
状
況
で
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
範
囲
の
１
年
か
ら
６

年
生
ま
で
四
浦
川
辺
方
面
は
全
員
乗
せ
て

朝
も
で
き
る
の
が
、
朝
の
迫
、
柳
瀬
方
面

は
中
型
車
で
は
出
来
な
い
、
時
間
を
か
け

て
検
討
し
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
現
在
10
年
以

上
経
っ
て
更
新
時
期
で
中
型
車
を
大
型
車

に
替
え
れ
ば
良
い
の
で
は
。
６
㎞
あ
る
所

は
、
朝
６
時
半
に
家
を
出
て
約
１
時
間
30

分
か
か
り
途
中
は
走
る
そ
う
だ
。
放
課
後

子
ど
も
教
室
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
有
効
に

使
っ
て
６
年
生
ま
で
運
行
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長 

時
間
を
か
け
て
検
討
し

た
い
。

村
長 

歩
く
事
か
ら
子
供
の
生

き
る
力
を
育
て
る
と
言
う
事
は
非
常
に
大

事
、
教
育
委
員
会
で
十
分
な
検
討
し
て
、

最
終
的
に
は
予
算
の
問
題
も
伴
う
。

体
力
と
言
う
な
ら
、
あ
る
区
間

歩
か
せ
て
そ
こ
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
す
る
と
か
、
先
延
ば
し
せ
ず
時
間
を
か

け
な
い
で
実
施
を
。

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

農
家
、
村
民
の
方
が
通
っ
て

お
ら
れ
る
時
に
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
大
変
で
す
の
で
、
村
長
と
し
て
県
と

協
議
を
な
さ
れ
安
全
対
策
を
講
じ
ら
れ

る
か
お
尋
ね
し
た
い
。

村
長 

相
良
村
内
危
険
箇
所
が

相
当
数
に
上
り
ま
す
。
上
川
上
の
村
政

座
談
会
で
意
見
が
あ
り
村
政
座
談
会
が

終
わ
り
協
議
は
致
し
ま
し
た
が
、
私
有

地
で
制
度
上
限
界
が
あ
る
部
分
が
あ

り
、
県
と
治
山
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
か
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質 

問

質 

問
答 

弁

村
道
小
森
新
深
田
線
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。
上
川
上
消
防
詰
所
か

ら
約
３
０
０
ｍ
の
地
点
か
ら
約
２
５
０

ｍ
の
箇
所
が
落
石
の
危
険
が
あ
り
、
実

際
８
月
に
約
６
０
０
㎏
程
度
の
岩
石
が

落
下
し
、
区
長
か
ら
要
望
が
あ
り
す
ぐ

に
撤
去
し
て
も
ら
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
今
回
で
数
回
の
落
石
が
あ
る
こ
と

か
ら
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
早
急

に
調
査
し
安
全
な
対
策
を
講
ず
る
考
え

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
建
設
課
長
に

お
尋
ね
し
ま
す
が
、
今
回
を
含
め
て
今

ま
で
落
石
が
何
回
か
お
答
え
を
お
願
い

し
ま
す
。建

設
課
長 

何
回
落
ち
た
と
い

う
こ
と
は
今
の
所
調
べ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
解
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
に
は
２
回

３
回
落
ち
た
部
分
に
は
解
っ
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
そ
れ
か
ら
対
策
と
し
ま
し

て
枝
な
ど
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
石
に

中村　重道議員

質
問

答
弁

村
長

村
道
小
森
新
深
田
線
の
落
石
対

策
に
つ
い
て

落
石
対
策
は
今
後
検
討
し
た
い

つ
い
て
は
昨
年
度
目
視
確
認
の
上
除
去

し
て
お
り
ま
す
。

県
と
打
合
せ
を
さ
れ
た
事
が

あ
り
ま
す
か
。

建
設
課
長 

建
設
課
の
方
と
し

ま
し
て
は
協
議
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
産

業
振
興
課
の
方
に
お
い
て
昨
年
度
県
と

の
協
議
は
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
治
山

関
係
で
１
回
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
事

は
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
の
方
で
打
合
せ
が

し
て
あ
る
事
で
そ
こ
の
上
川
上
の
箇
所
か

ら
下
手
の
ほ
う
で
す
ね
、
尾
方
工
務
店
の

裏
も
今
年
吹
付
け
が
終
わ
り
工
事
が
完
工

致
し
ま
し
た
。
防
災
会
議
で
も
多
分
危
険

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
す
か
建
設
課
長
。

建
設
課
長 

防
災
等
で
そ
こ
が

危
険
箇
所
か
ど
う
か
は
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
転
ん
で
く
る
場
所
が
民
地
で

す
の
で
地
主
の
方
と
今
後
は
協
議
を
し

質 

問

質 

問
質 

問

落石現場

質 

問
答 

弁
答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁
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し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
た
の

か
。

総
務
課
長 

災
害
後
に
現
地
に

言
っ
て
欲
し
い
。
維
持
管
理
費
が
事
前
協

議
で
県
が
示
し
た
数
字
で
土
地
改
良
運

営
費
１
億
２
０
０
万
円
、
農
家
負
担
は

２
千
９
０
０
万
円
し
か
集
ま
ら
な
い
、
県

が
３
千
万
円
・
市
町
村
が
４
千
３
０
０
万

円
で
管
理
予
定
だ
が
県
・
市
町
村
が
何

年
助
成
が
不
明
（
10
年
位
）
そ
の
時

１
万
６
千
円
位
に
な
る
。

村
長 

不
可
能
頓
座
し
た
、
論
点

で
は
な
い
。廃

止
ま
で
網
は
あ
り
、
方
向
が

出
た
だ
け
。村

長 

論
点
と
し
て
過
去
の
話
。

い
や
い
ま
だ
に
地
区
の
農
家
を

集
め
て
、
そ
れ
も
あ
る
議
員
の
弟
で
土
地

改
良
の
理
事
が
、
４
千
５
０
０
円
は
安
い

の
に
何
で
反
対
な
の
か
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

昨
年
７
月
12
日
の
九
州
北
部

豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
て
居

り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
家
屋
に
対

池田　勝吉議員

①
昨
年
７
月
12
日
北
部
九
州
豪
雨
に
つ
い
て

②
環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

①
条
例
整
備
等
含
め
て
基
準
を
作
っ
て
行
く

②
感
謝
状
授
与
を
考
え
た
い
。

質
問

答
弁

村
長

勢
居
る
と
言
う
こ
と
で
す
、
農
家
を
無
視

し
て
進
め
た
結
果
で
す
。
こ
れ
を
廃
止
し

て
、
新
し
く
事
業
を
組
ん
で
で
は
何
時
に

な
る
か
私
た
ち
の
代
に
は
難
し
い
。
即
や

れ
る
暫
定
と
言
う
形
で
取
り
組
ん
で
貰
え

な
い
か
農
水
省
と
交
渉
し
て
い
る
柳
瀬
地

区
農
家
か
ら
文
章
・
声
明
文
、
全
部
受
け

取
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

村
長 

沢
山
あ
っ
て
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。

柳
瀬
地
区
、
一
生
懸
命
、
た
だ

推
奨
案
に
参
加
し
な
い
。
そ
れ
で
暫
定
水

源
で
水
利
施
設
の
補
修
・
改
修
出
来
な
い

か
、
そ
れ
を
絶
対
ダ
メ
で
す
と
言
っ
た

が
、
こ
れ
は
農
家
の
申
請
事
業
で
す
農

家
と
一
緒
に
農
水
省
に
意
見
書
・
要
望

書
を
持
っ
て
交
渉
し
ま
し
ょ
う
か
、
位

八
月
の
連
絡
協
議
会
で
既
存
の

水
田
の
話
は
さ
れ
た
か
。

村
長 

し
て
い
な
い
。

意
見
が
持
ち
寄
ら
れ
る
予
定
で

は
、
６
４
０
㌶
の
水
田
は
網
が
掛
っ
た
ま

ま
、
40
何
年
、
何
も
せ
ず
に
終
わ
り
放
置
、

こ
れ
は
村
長
の
責
任
で
す
。

村
長 

水
利
権
者
の
同
意
が
得
れ

ず
、
頓
座

水
利
権
絶
対
に
譲
れ
な
い
の

を
、
無
理
に
進
め
た
こ
と
を
、
知
っ
て
い

ま
す
か
。村

長 

答
弁
出
来
な
い
。
水
利
権

者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
進
め
な
い
。

事
前
協
議
で
、
私
達
は
５
０
０

㌶
と
主
張
し
た
為
、確
定
で
き
な
か
っ
た
。

村
長
は
ベ
ス
ト
と
言
っ
た
が
、
な
ら
ば
壊

れ
な
い
は
ず
。

村
長 

１
.
２
９
９
が
最
低
ラ

イ
ン
で
ベ
ス
ト
と
思
う
。

私
達
の
身
の
丈
案
、
既
存
の
水

茂吉　隆典議員

利
施
設
の
補
修
改
修
し
て
と
、
申
し
入
れ

何
回
も
し
た
。
既
存
の
水
田
は
相
良
が
殆

ど
、
今
回
既
存
の
水
田
の
事
を
一
言
も
言

わ
れ
な
か
っ
た
。
村
長
の
責
任
。

村
長 

終
わ
り
で
す
。
オ
ー
ル
リ

セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
。

事
業
組
合
で
断
念
し
て
、
半
年

間
、
代
替
案
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

村
長 
案
は
無
い
、
活
用
案
は
破

綻
し
、
終
息
中
で
別
の
案
は
無
理
。

農
水
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

５
０
０
㌶
位
は
実
現
可
能
の
範
囲
、
農
水

も
六
市
町
村
長
の
合
意
が
あ
れ
ば
私
た
ち

も
動
き
ま
す
、
そ
れ
は
伝
え
た
は
ず
既
設

の
水
田
を
考
え
、
今
ま
で
放
置
し
た
責
任

で
何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
て
、
事
業
を

や
る
か
ど
う
か
は
、
農
水
省
が
決
め
る
。

村
長 

廃
止
し
て
か
ら
で
な
い
と

有
効
な
手
立
て
考
え
ら
れ
な
い
。

な
ん
で
裁
判
が
起
き
た
の
か
、

賛
成
で
き
な
い
人
た
ち
が
、
こ
れ
だ
け
大

質
問

答
弁

村
長

既
存
の
水
田
６
４
０
㌶
を
ど
う

す
る
か

廃
止
し
て
か
ら
で
な
い
と
考
え

ら
れ
な
い

答 

弁

答 
弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁
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出
向
き
ま
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
に
聞

い
た
り
、
区
長
さ
ん
辺
り
に
聞
い
た
り

し
ま
し
て
、
後
の
対
策
に
つ
い
て
村
長

も
交
え
て
協
議
し
ま
し
た
。

片
付
け
等
、
基
本
的
に
は
個
々

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
出
来
れ

ば
意
向
を
聞
い
て
頂
い
た
上
で
対
処
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
に
衛
生

面
か
ら
で
す
が
、
伝
染
病
予
防
の
観
点
か

ら
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
家
屋
に
対
し
て
消

毒
は
な
さ
れ
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長 

村
と
し
て
の

消
毒
は
行
っ
て
居
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

の
は
、
伝
染
病
に
対
す
る
不
安
か
ら
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
を
考
慮
さ
れ

て
対
処
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

見
舞
金
は
支
払
わ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長 

基
準
と
し
て
は
、
相

良
村
災
害
見
舞
金
等
支
給
規
則
に
基
き
、

全
壊
世
帯
に
は
、
1
世
帯
当
り
10
万
円
の

見
舞
金
を
出
し
て
居
り
ま
す
。

見
舞
金
に
つ
い
て
は
知
ら
な

い
方
も
居
る
と
云
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
か
広
報
等
で
明
確
に
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
に
片
付
け

等
の
支
援
体
制
又
消
毒
散
布
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
居
ら
れ
る
の
か
。

村
長 

衛
生
面
に
つ
き
ま
し

て
、
今
回
行
っ
て
居
り
ま
せ
ん
が
、
村

は
一
歩
踏
み
込
ん
で
一
定
の
支
援
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
条
例
整

備
等
を
含
め
て
よ
り
安
い
色
ん
な
明
確

な
基
準
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
安
心

安
全
の
為
に
も
一
日
で
も
早
い
対
応
と

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

の
で
善
処
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

奉
仕
活
動
を
な
さ
れ
て
い
る

峠
の
コ
ー
ス
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
が

あ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
途
切
れ
た
理
由

を
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長 

平
成
15
年
か
ら
６

年
間
、
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
担
当
の
事
務
局
長
が
亡
く

な
ら
れ
た
事
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
再
開
の
要
請
は
し
ま
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
が
い
な
い
と
の
事
で
断
ら
れ
た

経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

五
木
で
は
今
年
３
月
に
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
あ
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
前
の
よ
う
に
出
来
る
か
調
べ

て
い
た
だ
き
た
い
。

七
年
連
続
清
流
日
本
一
の
川
辺
川
鮎
を

活
か
し
た
取
り
組
み
の
考
え
は
無
い
か

黒木　正照議員

川
辺
川
に【
や
な
漁
】の
可
能
性

は観
光
に
は
資
す
る
が
今
の
段
階

で
は
厳
し
い

質
問

答
弁

村
長

◆
サ
ガ
ラ
ッ
パ
祭
り
に
つ
い
て

京
都
府
福
知
山
市
の
花
火
大

会
会
場
に
お
い
て
露
天
の
爆
発
火
災
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
で
も
サ
ガ

ラ
ッ
パ
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、
事
故
防

止
の
為
安
全
に
対
す
る
教
育
な
ど
行
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長 

安
全
教
育
は
今

ま
で
行
っ
た
経
緯
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

福
知
山
市
の
事
故
を
教
訓
に

消
防
署
に
指
導
を
し
て
頂
き
、
指
導
を

受
け
た
方
の
み
出
店
を
許
可
し
、
消
化

器
の
備
え
つ
け
の
義
務
付
け
な
ど
の
具

体
的
な
対
策
を
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

◆
村
の
観
光
企
画
に
つ
い
て

林
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
ア
ポ
ロ

駐車場清掃後

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

方
に
対
し
て
何
ら
か
の
感
謝
の
意
を
表

す
考
え
は
な
い
か
。

村
長 

感
謝
状
等
授
与
す
る
事

は
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
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西本巳善男議員

質
問

答
弁

村
長

四
浦
出
張
所
に
つ
い
て
そ
の
費

用
対
効
果
は

費
用
対
効
果
は
な
い
訳
で
あ
る

が
廃
止
は
厳
し
い

四
浦
出
張
所
と
い
え
ば
四
浦
郵

便
局
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
業

務
と
か
取
扱
い
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
違

い
が
あ
る
か
な
と
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
の
来
所
者
数
及
び
そ

の
取
扱
内
容
と
実
績
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。総

務
課
長 

来
所
者
数
で
す
け

れ
ど
も
８
９
６
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
所

日
が
１
９
４
日
で
し
た
。
取
扱
い
内
容
で

す
け
れ
ど
も
、
村
県
民
税
、
国
定
資
産
税

等
の
税
金
、
簡
易
水
道
使
用
料
、
農
集
排

使
用
料
等
の
使
用
料
、
介
護
保
険
料
等
の

保
険
料
等
々
、
取
り
扱
い
が
１
、４
５
７

件
、
額
に
す
る
と
９
９
５
万
円
で
す
。
そ

の
他
、
行
政
相
談
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
使
用
申
込
み
受
付
な
ど
で
ご
ざ
い
ま

す
。

四
浦
郵
便
局
の
方
が
、
シ
ェ

ア
ー
も
広
い
し
、
取
扱
い
品
目
も
金
額
も

多
い
だ
ろ
う
と
先
入
観
を
持
っ
て
い
た
。

質 

問
質 

問
答 

弁

行
政
相
談
も
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
地
元
な
ら
で
は
の
出
張
所
の
あ
り
方

と
思
う
。
平
成
24
年
度
の
四
浦
郵
便
局
に

お
け
る
本
村
の
税
及
び
使
用
料
の
取
扱

い
実
績
は
ど
う
か
。

総
務
課
長 

福
岡
の
事
務
セ
ン

タ
ー
で
一
括
し
て
取
り
ま
と
め
て
あ
り
、

相
良
村
だ
け
の
取
り
ま
と
め
は
四
浦
郵

答 

弁

伺
い
ま
す
。村

長 

観
光
資
源
と
し
て
活
か

し
て
い
く
必
要
は
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。四

浦
で
は
鮎
釣
り
の
案
内
板

の
設
置
も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
の
地
区

で
は
な
く
、
村
と
し
て
経
済
の
活
性
化

の
為
に
も
、
駐
車
場
の
確
保
、
川
辺
川

へ
の
降
り
口
の
整
備
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

村
長 

村
と
し
て
も
、
案
内
板
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
の
問
題
等
も
含
め
対

応
を
現
実
し
な
い
と
い
け
な
い
場
面
か

な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
言
う
考
え
で
し
て
頂
け

れ
ば
有
難
と
思
い
ま
す
。

観
光
事
業
と
し
て
「
や
な
漁
」
の
取
り

組
み
が
可
能
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

川
辺
川
に
や
な
を
持
っ

て
く
れ
ば
観
光
に
は
資
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
漁
協
の
方
が
権
限
持
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
の
段
階
で
は
厳
し
い
と
の
認
識

は
正
直
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
に
は
観
光
資
源
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
厳
し
い
で
し
ょ
う
が
、
努

力
を
し
て
頂
き
た
い
。

◆
チ
ッ
ソ
導
水
路
に
つ
い
て

一
年
前
、
チ
ッ
ソ
導
水
路
に

上園から川辺大橋を望む

質 

問
質 

問
質 

問
答 
弁

答 

弁
答 

弁

つ
い
て
一
年
に
一
度
は
点
検
を
し
て
報

告
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
つ
い

て
、
申
し
入
れ
は
出
来
る
と
の
答
弁
で

し
た
が
。村

長 

チ
ッ
ソ
か
ら
は
今
定
期

的
に
報
告
を
村
の
方
へ
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。回

答
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

村
長 

地
元
の
方
、
そ
の
下
に

お
住
ま
い
の
方
に
対
し
て
心
配
に
な
る

様
な
状
況
で
は
な
い
と
報
告
は
受
け
て

お
り
ま
す
。定

期
的
に
地
域
の
方
の
安
心

の
為
に
、
報
告
を
し
て
頂
き
ま
す
様
に
。

質 

問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

四浦出張所
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れ
た
が
、
村
と
し
て
、
個
人
で
の
防
煙

が
難
し
い
の
で
、
導
入
は
出
来
な
い
の

か
。

村
長 

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
３
人

は
必
要
と
い
う
事
な
の
で
、
人
員
的
に

も
技
術
的
に
も
確
保
さ
れ
た
ら
村
な
い

し
法
人
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
農
作
業
組

合
、
サ
ー
ビ
ス
組
合
で
も
所
有
す
る
事

は
将
来
出
て
く
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

現
在
、
中
央
錦
に
委
託
さ
れ

１
１
８
町
で
約
１,
０
０
０
万
円
程
度

の
収
入
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
継
者

の
育
成
、
若
者
の
農
業
参
入
、
高
齢
農

家
の
作
業
効
率
化
の
た
め
、
導
入
計
画
、

検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。

村
長 

人
員
的
に
６
人
の
２
班

体
制
で
法
人
と
し
て
導
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

あ
と
３
人
が
所
得
さ
れ
る
な
ら

前
回
同
様
に
補
助
金
は
出
さ
れ
る
の
か
。

村
長 

前
例
に
な
ら
い
出
し
て

い
き
た
い
、
そ
の
際
は
議
会
の
同
意
と

理
解
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆
教
育
委
員
の
選
任
は

教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
定

数
５
人
で
、
現
在
２
人
の
定
数
不
足
が

消毒中の無人ヘリコプター

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

あ
る
が
現
状
況
を
ど
の
様
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
。村

長 

12
月
に
１
人
の
任
期
が

来
る
の
で
再
任
が
な
け
れ
ば
欠
員
が
３

人
と
な
る
の
で
一
般
質
問
の
中
で
は
あ

る
が
、
副
村
長
も
同
時
に
教
育
委
員
の

人
事
案
件
も
村
づ
く
り
の
た
め
に
も
同

意
を
し
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

い
議
会
に
お
願
い
し
努
力
し
て
い
き
た

い
。（
村
長
の
訂
正
発
言
：
任
期
満
了
は

２
人
）

12
月
議
会
で
４
人
の
委
員
選
任

の
提
案
が
な
さ
れ
る
の
か
。

村
長 

12
月
よ
り
出
来
れ
ば
そ

の
前
に
２
人
の
欠
員
の
補
充
は
臨
時
会

を
開
催
し
て
も
選
任
同
意
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問
答 

弁
答 

弁

相
良
村
の
補
助
金
を
受
け
農
業

後
継
者
３
人
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
免
許

を
取
得
さ
れ
た
が
、
免
許
取
得
以
前
に

村
と
協
議
や
導
入
計
画
は
立
て
ら
れ
た

の
か
。

産
業
振
興
課
長 

免
許
取
得
以 QA

髙岡　重盛議員

教
育
委
員
の
選
任
は

臨
時
会
で
お
願
い
し
た
い

前
の
計
画
は
具
体
的
に
導
入
時
期
な
ど

な
く
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
を
要
請

し
て
整
え
ば
導
入
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

１
人
当
た
り
30
万
円
、
３
人
で

90
万
円
が
予
算
化
さ
れ
補
助
金
を
出
さ

便
局
で
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

一
人
職
員
を
配
置
し
て
い
る

が
、
そ
の
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。
出
張

所
の
維
持
管
理
費
、
機
械
器
具
等
を
含
め

た
所
で
。村

長 

一
言
で
申
し
上
げ
れ
ば
、

一
日
に
４
〜
５
人
位
で
１
千
万
円
に
も

満
た
な
い
位
の
収
納
し
か
出
来
な
い
事

で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
費
用
対
効
果
は

な
い
の
は
当
然
で
す
。
た
だ
、
行
政
は
民

間
と
は
違
う
の
で
費
用
対
効
果
で
は
測

れ
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
方
に
安

心
安
全
と
言
う
も
の
と
か
気
持
ち
を
含

め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

質 
問

質 

問

質 

問

答 

弁
答 

弁

最
終
的
に
は
こ
の
四
浦
主
張
所

の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。四
浦
の
地
区
住
民
の
拠
り
所
で
あ
り
、

住
民
感
情
を
無
視
で
き
な
い
所
が
あ
る
。

村
長 

費
用
効
果
は
な
い
と
言

う
事
を
申
し
上
げ
た
が
、
我
々
は
村
民
の

安
心
安
全
を
含
め
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
村
は
一
気
に
こ

れ
を
廃
止
す
る
と
言
う
の
は
非
常
に
厳

し
い
。
利
便
性
を
可
能
な
限
り
失
わ
せ
な

い
範
囲
で
、
具
体
的
な
今
後
の
事
は
考
え

て
い
く
必
要
は
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

る
。 質 

問
答 

弁
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熊
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県
町
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長
会
表
彰

全
国
町
村
議
長
会
表
彰

議長の活動報告

　本村議会は、改選後早８ヶ月を迎えました。その間、６月、９月の定例議会、さらには臨時議会
が開催され、その内容等に関心をおもち頂き村民の皆様のご協力に感謝しています。
　私は、議長として郡町村議長会と共に連携し重要案件の協議、さらには、市町村長と合同で
議論し問題解決に、常に一体感を持って当たり、推進することが最重要だと痛感しております。

報告　全国森林環境税創設促進議員連盟
第20回定期総会（出席）

　　　　　と　 き　平成25年７月11日（木）
　　　　　ところ　福島県南会津町「御蔵入交流館」
　　　　　目　的　「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」

地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず、地球規模の重要かつ緊
急の課題となっており、森林のもつ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養自然環境の
保持など「森林の公益的機能」に対する国民の関心と期待は大きくなっている。（一部省略）
そこでこれに同じ「自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るために森林・林業・山林対策
の抜本的な強化を図ることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備、
保全等を推進する市町村の役割を踏まえ「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、
森林面積に応じて議与する仕組みの構築を強く求める。」
　以上、地方自治法等99条の規定により意見書を提出する。

平成25年7月11日
全国関係市町村議会議長会

以上の意見書が採択され、関係省庁及び国会議員に要請しました。

相良村議会　議長　友田　政春

友田政春議長
村議会議員として15年以上

小善満子前議長
正副議長として７年以上
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南薩畑地かんがい事業及び少水力発電事業の先進地研修

産業福祉常任委員会研修報告

28日　南薩畑地かんがい事業について
　農業振興の取組み（甘藷1,840ha・茶3,450ha・大根330ha・ニンジン165ha・キャ
ベツ270ha等）かんがい事業受益面積5,930ha（11,000人・45 ～ 59年・70億）で用
水量（3,000万㎡）を確保する方法として池田湖（1,000ha）から海抜200ｍまで上
げる、3河川から同湖に流入させる、池田湖の水位が60ｍをくだらない範囲での導
水。（5ｍの幅）、10a当たり6段階に分けていて（一般畑4,000円・防露畑14,000円・
観葉ハウス鉢物20,700円・ガラスハウス等12,200円・その他ハウス8,800円・果樹
6,300円）更新58億円（国50%・県29%・市10%・農家11%）積立金5億ある。

29日　小水力発電事業について
　川内川の曽木の滝上流から取水し、100年前の発電導水施設を改良し、総工費5
億円、定格出力490キロワット発電電気
量年間400万kw（一般家庭約1,000軒分
の使用量）1kw30円売電（10年固定）1
年間に1億2千万円の売電。100年前の取
り入れ口を利用しているので国の許可
が可能であったようだ。観光に配慮し
た設計になっている。

　　　産業福祉常任委員長　茂吉　隆典

日時　平成25年8月28日（水）～29日（木）
場所　鹿児島県南九州市・伊佐市

南薩土地改良区にて説明を受ける

相良村議会　12月定例会のお知らせ
　12月定例会は、12月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始（翌日から見られます）
　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ
中継を実施しておりましたが、利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を
受け、映像の録画配信を実施することになりました。本会議日の（※）翌日18時より休憩分のみ
をカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成24年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご
利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）
相良村ホームページ
http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム
詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。　　　　（事務局　直通３５－１０３８）



　2013.11.28　第17号 16

　

長
野
県
川
上
村
の
視
察
研
修
で
、

現
況
を
説
明
頂
い
た
。
村
全
体
が
標

高
１,
１
０
０
ｍ
以
上
の
高
原
で
野

菜
栽
培
、
特
に
レ
タ
ス
は
日
本
一
の

生
産
高
で
あ
る
。

　

立
地
条
件
も
東
京
ま
で
3
時
間
・

大
阪
ま
で
5
時
間
・
九
州
も
夕
方
発

翌
日
の
セ
リ
に
出
せ
る
。
鮮
度
を

売
り
に
し
て
い
る
だ
け
に
、
収
穫
は

早
い
人
は
午
前
１
時
か
ら
、
遅
い
人

で
も
3
時
頃
に
は
収
穫
・
箱
詰
め
・

荷
積
み
（
ト
ラ
ク
タ
ー
に
リ
ヤ
ー
コ

ン
テ
ナ
１
５
０
ケ
ー
ス
位
）
作
業
を

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
つ
の
農
協
が
競
合
し
て

い
る
の
も
、
大
切
な
事
と
感
じ
た
。

一
番
肝
心
な
こ
と
は
、
昭
和
40
〜
50

年
代
に
基
盤
農
業
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
野
菜
集
団
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
平
成
に
な
る
と

野
菜
作
付
・
収
入
等
へ
の
安
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
村
を
豊
か

に
し
た
根
源
だ
ろ
う
。

茂
吉　

隆
典

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

野菜（キャベツ）を出荷

上松公民分館改築
介護予防拠点施設整備事業として

文化祭

花道と詩吟を組み合わせた花道吟花道と詩吟を組み合わせた花道吟 合同によるこれから音頭合同によるこれから音頭

手話ダンス手話ダンス


